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出典：林野庁HPより
　　　森林生態系基礎調査による調査結果
　　　野生鳥獣による森林被害の状況（第３期）
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ニホンジカ密度分布図（全国）

2014 年度当初：中央値

出典：環境省資料、平成27年度10月

「ニホンジカ密度分布図（全国）」
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資料５－３

出典：「森林における鳥獣被害対策のためのガイド」
（林野庁森林保護対策室、平成24年３月）
北海道森林管理局の作成例
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H26 エゾシカ森林被害マップについて

趣 旨

○ エゾシカによる森林被害対策を効果的に進めるためには、国有林と民有林が

連携し一体的に取り組むことが重要。

○ このため、国有林・民有林・試験研究機関のエゾシカ担当部署で構成する

「エゾシカ森林被害対策連絡会」（以下、「連絡会」）を設置（H26年2月）し、

連携を強化。

○ 連絡会の取組の一つとして、国有林と民有林それぞれの森林被害の状況を

一元化し“見える化”した「エゾシカ森林被害マップ」を平成２５年度より作成。

被害マップの内容

○ エゾシカ森林被害マップ（以下、被害マップ）は、国有林、民有林（道有林

含む）で、平成２６年度に実施したエゾシカによる森林被害調査結果のうち、

人工林の本数被害率について図示。

※調査は森林整備事業や林況踏査時等を活用し、できる範囲で現地調査を実施した箇所のみの報告であ
るため、森林全体を調査したものではない。

○ 被害マップは、被害の発生状況が一目でわかるよう３段階に色分けして表示

しており、各地域における防除対策やエゾシカの捕獲対策のためのツールとし

て活用。

〇 被害マップ件数 （調査：平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日） （件）

区 分 国有林 民有林 合 計

調査箇所（人工林） ２，３１２ ２８，０５２ ３０，３６４

うち被害有り ５３６ ４，０２５ ４，５６１

活用方法

○森林被害発生状況の把握・確認

・各地域別における森林被害発生状況の把握・確認 等

○効果的な防除対策の実施

・各地域の被害発生状況に応じた防除・予防対策（忌避剤散布、侵入防止柵、

枝条巻き、保護チューブ等）の実施 等

○効果的なエゾシカ捕獲の実施

・被害が多い地域における捕獲（狩猟、許可捕獲）の実施

・市町村が実施する一斉捕獲実施箇所の選定

・捕獲を目的とした林道除雪箇所等の選定 等

○今後の活用

他部局、大学・試験研究機関等と連携し、それぞれが保有する地図情報を組み

合わせるなど、より効果的な被害対策の展開を図る。

出典：北海道森林管理局HPより

穂
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道
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エゾシカ森林（人工林）被害マップ

【H25-H26 の被害状況比較】 

■引き続き、全道的に被害が発生し、拡散

している

■依然として釧路・十勝・胆振・日高地域

の被害が多い

■上川・オホーツク地域は、微害の箇所が

やや増加

被害は依然として全道的に発生してお

り、広域的な防除・捕獲対策が必要 

H26

H25
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表-1　森林被害度調査診断指標例
被害度調査

総合評価

診断

被害程度

内容

被害度１

若干の影響に
留まる

被害度２

一部の小班の
点在、全体的
に影響少ない

被害度３

森林全体に
影響

被害度４

森林全体に
激しい影響

指標等

調査 指標

診断事象

下層植生

樹皮剥ぎ

土壌流出

採食ライン
（ディアライン）

その他

低

被害度１

食み痕程度で
被度・種数
とも正常

樹皮剥ぎは
ほとんどなし

森林内の階層
構造発達し、
下層植生の被
度が極めて高
い

ない

中

被害度２

不嗜好性
植物が

やや優占

一部の小班で
軽度な

樹皮剥ぎ

下層植生の被
度が高く、土
壌流出は少な
い

まだ明確なラ
インは出てい

ない

強

被害度３

不嗜好性
植物のみ

樹皮剥ぎ
小班が多い

下層植生が少
しあり、表面
のみの侵食

森林内に
くっきり

激甚

被害度４

裸地か、少数

小班で
50％超す

被害

裸地に雨裂あ
り、土砂流出
が激しい。渓
流に泥分多い

出典：「森林おける鳥獣被害対策のためのガイド」
　　　（林野庁森林保護対策室、平成24年３月）
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